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管理部 

 県内では飼料用米の生産が拡大し、飼料用米「夢あおば」の作付けが増加しています。「夢あ

おば」は各地域の様々な作期で栽培されていますが、各作期における生育、収量の関係は明らか

となっていません。そこで、球磨地域における普通期早植え（５月中旬）から普通期遅植え（６

月下旬）までの作期移動試験を行い、「夢あおば」の作期と収量の関係を明らかにしました。 
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◆研究の成果 

１．「夢あおば」は５月中下旬移植で７月下旬に出穂し、９月上旬に成熟期を迎えます。６月

中下旬の移植では８月中下旬に出穂し、10月上中旬に成熟期を迎えます（図１）。 

２．出穂期から成熟期までの単純積算気温は５月中下旬移植の場合1,200℃程度であり、６月中

下旬移植の場合1,300℃程度となります（図１）。なお、７月中下旬移植では、登熟期間の

気温低下により成熟期に至りません。 

３．収量は 、６月移植が高く、750kg/10a以上となります。５月移植では籾数が減少し

650kg/10a程度となります（図２）。 

◆留意点等 

１．2016～2017年に球磨農業研究所（あさぎり町）の表層多腐植質黒ボク土の水田で実施した成果です。 

２．耕種概要については、稚苗移植、栽植密度18.5株/㎡（１株４本手植え）、施肥は窒素11.9（基肥7.0＋出穂25日前2.8＋出

穂10日前2.1）kg/10ａ、リン酸15.8 kg/10ａ、カリ16.2 kg/10ａ、その他の管理は地域の慣行に準じました。 

３．「夢あおば」は「ヒノヒカリ」と比較して発根が早いため、浸種を１日程度短くする必要があります（データ略）。 

４．栽培期間の気温は２ヵ年とも概ね高温で推移しました（図１）。 

  図１ 作期移動試験の結果（２ヵ年平均値） 

  注１）●：移植期、▲：出穂期、■：成熟期 注２）気象はアメダス（あさぎり町上）の観測値 

図２ 移植期と収量の関係 

注１）収量は粗玄米重で２ヵ年の平均値、注２）バーは標準偏差を示す。 

【問い合わせ先】アグリシステム総合研究所 ＴＥＬ：０９６５－５２－０３７２ 
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【イベント情報】 

★いぐさ生産技術検討会及び

若手いぐさ生産者加工研修会 

【日時】2/13（水）13:30～16:15 

【場所】アグリシステム総合研究所 

研修館及び加工実験棟 

    （八代市鏡町鏡村３６３）  

【お問合せ先】0965-52-0372  
※参加をご希望の方は、事前にお問い

合わせ先までご連絡ください。 

★天草地域普及指導活動報告

会及び試験研究成果発表会  

【日時】2/15（金）13:30～16:20 

【場所】天草市民センター大会議室  

（天草市東町３） 

【お問合せ先】0969-22-4224  
※参加をご希望の方は、事前にお問い

合わせ先までご連絡ください。 



 酒米「華錦」は、倒伏に強く品質・収量性に優れることから、特に酒造関係者からは、多収性

を活かした新たな酒米産地として、平坦地普通期栽培地帯への作付拡大が期待されています。 

 一方、平坦地域では、より省力的な施肥体系が求められています。 

 そこで、本試験では「華錦」において被覆尿素肥料を用い、全量基肥施肥栽培する場合の品

質・収量等について明らかにしました。 

２ 

◆研究の成果 

１．標準量施肥（以下、標肥）栽培において、被覆尿素肥料による全量基肥施肥

（以下、全量基肥）は速効性窒素肥料の分施（以下、分施）と比べ、 

（１）精玄米重が明らかに増え（１１０％）、酒米品質は蛋白質含有率７％以下

および２等以上に維持されます(表１、図１・２)。 

（２）倒伏程度はやや大きくなるものの、収穫作業への影響はありません（表１）。 

２．全量基肥では、多肥にしても増収しません（図１）。 

３．全量基肥・分施とも多肥にすると蛋白質含有率が明らかに増加します(図２)。 

 以上より、「華錦」は平坦地普通期栽培において、被覆尿素肥料を全量基肥施肥で標準量施

肥することで、酒米品質を維持しつつ増収することができます。 

◆留意点等 

１．農産園芸研究所水田、厚層腐植質多湿黒ボク土、前作水稲、１区面積15㎡、２反復で試験しました。 

２．全量基肥の肥料は被覆尿素ＳＳ１００（速効性窒素約55％、シグモイド型１００日タイプ窒素約45％）を使用

しました。 

３．倒伏や品質低下を避けるため、全量基肥による多肥栽培および極端な疎植は避けてください。  

図１ 精玄米重 

注１）2015－16の２カ年平均 

注２）グラフ中央（）は対分施標 

肥、縦線は標準誤差 

図２ 蛋白質含有率および心白発現 

注１）2015－16の２カ年平均 

注２）心白発現率(%)=心白発現粒数/全粒

数×100とし、玄米100粒について調

査した。 

表１ 生育、収量・収量構成要素および品質  

【問い合わせ先】農産園芸研究所 ＴＥＬ：０９６－２４８－６４４４ 

 県内では、平成23年にトマトクロロシスウイルス（ＴｏＣ

Ｖ）によるトマト黄化病の発生が新たに確認されました（図

１）。このウイルスはＴＹＬＣＶと同じくタバココナジラミ

によって伝染し、生理障害や老化等と見分けがつきにくいた

め、発生の拡大が心配されています。 

 そこで、トマト促成栽培地域における、１シーズンの栽培

を通したタバココナジラミの密度、ＴｏＣＶ保毒虫数および

ＴｏＣＶ感染株率の推移を明らかにしました。 

３ 

◆研究の成果 

１．施設内での発生時期と増え方 

 トマト黄化葉巻病耐病性品種の促成栽培施設では、黄化病と黄化葉巻病が年内から発生してい

ます。栽培期間中のＴＹＬＣＶ感染株率は増加しますが、黄化葉巻病の発病は低率のままで推移

します。一方、黄化病はＴｏＣＶ感染株の増加に合わせて漸増します。 

２．ＴｏＣＶの施設内外への移動・拡散 

 トマト促成栽培地域では、定植時からＴｏＣＶを保毒したタバココナジラミが野外に発生して

います。また、ハウス内でも低密度ながら保毒虫が存在します。ハウス内では、冬期も保毒虫が

継続して発生し、気温が上昇する３月から増加します。ハウス内で増殖したタバココナジラミ

は、換気機会が増加する４月以降にハウス外へ拡散し、栽培終了後に拡散が急増します。ＴｏＣ

Ｖ発生ほ場で４月以降に発生するタバココナジラミは保毒率が高く、野外に拡散した保毒虫は重

要な伝染源となります（図２）。 

◆留意点等 

 定植直後からＴｏＣＶ、ＴＹＬＣＶとも感染リスクがあるため、野外からのタバココナジラミの侵入

防止に努め、定植前にタバココナジラミバイオタイプＱに効果がある薬剤を処理しましょう。 

 栽培終了後はウイルス保毒虫の野外拡散を防ぐため、片づけ前のハウス密閉処理を徹底しましょう。  

図２ トマト黄化病発生ほ場内外のToCV保毒媒介虫の発生推移 

図１ トマト黄化葉巻病耐病性品種

における黄化病の症状 

【問い合わせ先】生産環境研究所 ＴＥＬ：０９６－２４８－６４９０ 
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〇調査ほ場： 

 県内自然発生ほ場 

〇調査方法： 

 黄色粘着シート（10cm

× 10cm）に よ る 捕

獲、ハ ウ ス 内 25 カ

所、ハウス外10カ所 

〇ToCV保毒虫数 
＝タバココナジラミ
捕獲数×ToCV保毒率
（PCR検定） 


